
フードバンク八王子・國本康浩

パントリーの「社会化」に向けて
出口戦略から見たパントリーの多様性



出口戦略を考えるための第一の前提条件

パントリー利用者の「次のステップ」を考えるためには

利用者との密接な会話が必要。 

個々の利用者理解を前提しない出口戦略
は、あり得ない。 

つまり「単なる食料配付」では、この種
の理解を作り上げることは不可能。 

これを「利用者理解の深化」と呼ぼう。
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出口戦略を考えるための第二の前提条件

しかし、その「次のステップ」とは、具体的に何か？

繋げる先としての地域社会資源との結
びつきが前提。 

これは実に多様であり、就労先企業、実習先
企業、医療機関、福祉施設、保健所、各種行
政機関（生活保護その他）など。 

これを「地域社会資源との連携」と呼ぼう。 

しかし、地域社会資源と、ほとんど繋がりが
ない「孤立したパントリー」もある。その社
会化が必要ではないか。
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設立当初から八王子市と密接に連携してきた
フードバンク八王子の現在
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インプットとしては、月に120～130世帯くらいがやって来る。 

個人属性としては、性別・年齢・国籍など実に様々。その8割程度は、自立支援課と相互に連携している。残
りは「ネットで見た」など。 

利用者の基本的な個人情報を取得し、対面ごとに面談内容を記録している。（膨大なデータ量） 

他方、アウトプットとしては（連携先としては）、自立支援課・生活保護課・子ども家庭支援センター・地域
包括など、まだ公的機関がメイン。 

だが、連携しようがない重篤なタイプもいる（主に精神疾患であり通院することすら難しい）。このような
場合には、他との連携というよりもパントリー拠点そのものの居場所化が必要になってくる。 

つまり、必ずしも「自立のみが目的ではない」。あるいは、経済的な自立のみが、自立ではない。



「出口戦略の二つの前提条件」を軸としたパントリーの多様な分布
出口戦略から見たパントリーの多様性

5地域社会資源との連携（いわば「パントリーの社会化の程度」を示す）
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フードバンクのパントリーにも 
かなりの幅があるし、現在は 
こども食堂のパントリーも多数



2023年度・内閣官房プロジェクト「食で結ぶ孤独・孤立対策プラットフォーム」

「地域社会資源との連携」を官民で強化するための試み

6

【民間団体】 

　　パントリー拠点：かじやしき、まほうのほうき 

　　こども食堂：キッチンさくら、カフェ北野 

　　不登校児支援：プラス・パス 

　　里親里子支援：NPO法人里親ひろば・ほいっぷ 

　　依存症支援：駒木野病院 

　　触法障害者支援：武蔵野会 

　　若者支援：八王子若者サポートステーション 

　　高齢者支援：地域包括支援センター 

　　地域福祉：八王子社会福祉協議会 

【八王子市】 

　　生活自立支援課、障害者福祉課、学校給食課、福祉政策課　　　　 

　　八王子保健所 

【大学】 

　　東京都立大学


